
 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のための学校一斉臨時休

業から1年が経過しましたが，依然としてコロナ禍を克服する明

確な道筋を見いだせない状態が続いています。‘withコロナ’の中で，いかに新たな日常を構築していくかと

いうことが，社会全体の大きな課題となっていると同時に，学校教育においても，コロナを契機とした新たな

教育活動の方法の創出が求められています。 

本センターにおいても，昨年度，研修の分散実施やオンライン研修の活用など，コロナ禍の制約の中での研

修のあり方について模索を重ねてきました。本年度も引き続き，集合対面研修とオンライン研修の併用やＹｅ

Ｌ（やまなしｅラーニング）の活用など，感染症拡大防止対策に万全を期しながら，より効果的な研修の実施

について検証し，改善を図ってまいります。 

特に，本年度は中学校学習指導要領の全面実施の年です。小学校は既に令和２年度に全面実施され，高等学

校は令和４年度の入学生から年次進行で実施されます。新学習指導要領では，各教科等の目標及び内容が「知

識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」という資質能力の三つの柱で

再整理されました。この三つの柱に基づく指導と評価を，円滑に，かつ一体的に実施するためには，「主体

的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善と，学習評価の改善に向けた取組が不可欠であるとされていま

す。 

 本センターでは，「学校教育を支援する確かな情報発信源としての総合教育センター」を基本方針とし，本

年度も，教員の資質向上，学校教育における課題解決に向け，研修，研究，相談，開発及び普及啓発に関わる

業務を推進していきます。新しい学習指導要領がめざす教育の姿が，学校現場において具現化されるように，

常に「子供たち，先生方，学校のために何ができるか」を考えながら取り組んで参りたいと思います。 

山梨教育の「知の拠点」としてのシンクタンク機能を一層充実させるよう，関係教育機関との連携・協力を

図りながら，所員一同，力を尽くして参る所存です。今後とも，本センターへのご理解とご協力を賜りますよ

うお願いいたします。 

総合教育センター運営基本方針 

（１） 教育基本法，学校教育法 ，学習指導要領，教育公務員特例法等の法規に則り，「山梨県教育大綱
（山梨県教育振興基本計画）」，及び「山梨県学校教育指導重点」等を踏まえ，「生きる力」を育む
学校づくりの実現に向けて本県の学校教育の振興を図る。 

（２） 「やまなし教員等育成指標」に基づく教職員の資質能力の向上，学校教育における課題解決に
向け，関係機関と綿密な連携を図りながら，研修，研究，相談，開発及び普及啓発に関わる業務
を推進し，本県の学校教育の振興と充実に寄与する。  

（３） 教育資源の収集及び情報の発信など，教育ネットワークの拠点として学校の支援を図る。 

（４） 新型コロナウイルス感染症対策を講じ，安全な業務の運営を図る。  
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総合教育センターは，山梨教育の「知の拠点」として，シンクタンク機能を充実させ，学校教育の支援を

行っております。令和３年度も「研究領域ごとの協同研究」の形態での「実践的な学校支援」を「センター研

究」として推進していきます。 

調査研究課では，例年，全国学力・学習状況調査や山梨県学力把握調査をはじめとする各種調査の実施・結

果分析およびセンター研究を通して，学校の現状に即した今日的教育課題の解決とともに，児童生徒の基礎学

力の向上，教職員の資質能力の向上のための取組を推進しております。 

本年度の研究の成果は，令和４年２月２２日(火)の「センター研究大会」において，ポスター発表およびラ

ウンドテーブル形式で発表・討議を行う予定です。また，研究紀要を作成してホームページに掲載します。 

 なお，過年度の研究紀要についても，ホームページで閲覧することができます。 

   センター研究 

「新たな時代に対応する学校教育への総合的な支援－求められる資質能力の育成に向けた実践的指導の在り

方（１年目）－」を研究テーマに，「授業・学校づくり」「情報教育」「教育相談」「特別支援教育」の４つ

の研究領域にて，本センターの全指導主事がチームを組み，「研究協力校」とともに共同研究を行います。

様々な校種・領域の視点を生かすだけでなく，山梨大学とも連携しながら，協同分析・協同研究を行います。 

学校教育支援部 研修指導課 

学校教育支援部 調査研究課  

令和時代の「やまなし教育」 ～ 「生きる力」を育むための未来への学びを ～ 

令和３年度，総合教育センターでは，新型コロナウイルス感染症対策に継続して取り組みながら，学び続

ける教師のために，そして，それが全ての子供たちの可能性を引出す「個別最適な学び」と「協働的な学

び」の一体的な充実に繋がるよう，「やまなし教員等育成指標」に基づき体系化した研修会を企画実施して

いきます。 

その中では，『なぜ先生方も学び続けるのか？』という本質的な問いと，センター等へ参集，対面し，同

じ時間や空間を共有して学ぶことの意義について考え合わせながら，真に必要となる研修の具現化を目指し

て，YeL（やまなしｅラーニング）の積極的な活用やオンライン等による新たな研修形態について模索し，

検討を続けているところです。 

また，昨年度から始まった初任者研修の弾力的運用では「校内での実務研修（ＯＪＴ）」を充実させて，

全校体制による若手教員の育成を目指すこととしています。先生方が其々の立場，経験，知識等を共有しな

がら学び合う必要性が，今こそ求められています。 

本センターでは，先生方の弛まぬ研鑚を支援し，最新のそして最良の研修を提供できるよう努めて参りま

す。センターにおける研修と校内実務研修(ＯＪＴ)との相乗効果により，互いに学び合い，成長し合える教

員であり続けたいと思います。 

Ⅰ 授業・学校づくりに 

関する研究 

石和南小学校（１年次） 

鰍沢小学校（２年次） 

白根御勅使中学校（２年次） 

一宮南小学校（２年次 ＷＧ協力

校） 

甲府東高等学校（２年次） 

Ⅱ 情報教育に関する研究 島田小学校（１年次） 

Ⅲ 教育相談に関する研究 竜王北中学校（１年次） 

Ⅳ 特別支援教育に関する研究 長坂小学校（２年次） 

※教育支援センターの効果的な

運営に関する研究 
こすもす教室（適応指導教室） 



今年度の情報教育部は， 

 ① 教育活動におけるICT活用を推進し，ＩＣＴを効果的に活用した主体的・対話的で深い学びを支援しま 

   す。 

 ② 教職員のＩＣＴ活用指導力の向上に向け，研修内容の充実と実践的な研究に取り組みます。 

 ③ 教育用デジタルコンテンツの収集や開発に取り組み，教育情報の提供を行います。 

 ④ グループウェア，教育情報ネットワーク，校務処理システム，旅費・休暇システム等の運用管理（ヘルプ 

   デスク業務）・相談業務を行い，業務の効率化を支援します。 

 ⑤ 各学校における情報教育担当者やネットワーク担当者等の養成研修をはじめ，情報教育に関する相談業務 

   等を通して，教育の情報化を支援します。 

情報教育の推進に向けて 

本年度は情報教育に関する研修会を１８講座開催します。新学習指導要領に対応したプログラミング教育に関
する研修会を４講座，ＩＣＴ活用指導力の向上を目指した研修会を６講座，表計算やプレゼンテーション等のソ
フト活用に関する研修会を４講座等，学校現場でニーズのある実践的な講座を用意しました。また，指導法に関
する情報提供，ＩＣＴ機器やソフトウエア，ネットワーク等に関する「相談支援」や「学校訪問」も行っていま
す。校内研修や研究会において情報教育部をご利用ください。 

やまなしｅラーニング(YeL)について 

研修の効率化と充実，受講の利便性を図ることを目的に，「やまなしｅラーニング（YeL ）」を運用していま
す。そのメリットは， 

 ① 研修の一部をウェブ化することにより，「いつでも」「どこでも」「何度でも」視聴することができ，教 

   職員の自主研修に活用できます。  

 ② 職場や自宅を含め，余裕のある時間を利用して視聴できるため，多忙化の解消につなげることができま 

   す。 

 ③ 研修の一部を事前に学ぶことで，研修に必要な基礎知識を習得し，受講者自身が研修内容をより深く理解 

   することができます。 

 ④ YeL視聴を必須とする研修会の一部については，開始時間を３０分から１時間程度遅らせることで，受講 

   者の負担軽減が図られます。 

 ⑤ 校内研修等に利用できる視聴教材を提供することで，必要に応じた短時間の研修会が可能になります。 
 

今後もコンテンツを追加・改善し，事前視聴を生かした研修内容の工夫をしつつ，メリットを最大限生かすた 

めの工夫改善を図りながら，YeLが先生方の“身近な存在”となり得るよう，取り組んでまいります。 

                   

相談支援部は，本年度も研修・研究・相談を通して，学校と子供たちの健やかな成長を支援していきます。 

また，教職員への支援の一環として，学校においてのケース会議への参加や校内研究会・学習会への講師派
遣なども実施しています。お気軽にお問い合わせください。 

教育相談担 当 ：０５５－２６２－５９０４ 特別支援教育担当：０５５－２６３－４６０６ 

《教 育 相 談 》 ☎０１２０－０－７８３１０  ☎０５５－２６３－３７１１ 

いじめ・不登校をはじめとする様々な教育問題に関して，児童生徒，保護者，教職員への支援として「電
話相談」と「面接相談」を行っています。お気軽にご相談ください。 

○面接相談  ： 平日午前９時～午後５時 ※事前に電話でご予約ください。 

○電話相談  ： ３６５日２４時間いつでも受け付けています。 

《特別支援教育》 ☎０５５－２６３－４６０６ 

お子さんの発達に関する相談はこちらへ・・・発達の遅れやその心配のある幼児児童生徒の保護者，教職
員等に対して教育相談を行い，幼児児童生徒の調和的な発達が図られるように支援しています。お気軽にご
相談ください。 

○面接相談  ： 平日午前９時～午後５時 ※事前に電話でご予約ください。 

○電話相談  ： 平日午前９時～午後５時 

《適応指導教室》 石和こすもす教室  ☎０５５－２６１－１２７１ 

こすもす教室は，学校・家庭との連携のもと，不登校児童生徒の集団生活への適応や学習の補充等に援
助・指導することにより自立心を養い，再登校への意欲をもたせることを目指しています。お気軽にご相談
ください。 

相談支援部  

情報教育部 



 令和3年度の一般留学生は，双葉中学校に所属する橘田小百合先生が，

道徳科において，「『考え，議論する』道徳科の授業に関する研究」を研

究主題として，研究に取り組んでいます。 

一般留学生について 

〇令和４年度一般留学生の募集について 

 募集要項は，８月下旬に本センターのホームページにアップするとともに，各学校に文書でお知らせし
ます。９月に願書受付，１０月に選考検査実施の予定です。多くの先生方の応募をお待ちしております。 

〇一般留学生の研究・研修の主な内容について 

～思う存分に研究できます！～ 

  各自の研究課題に基づく研究を，センター内及び所属校にて，１年間十分に行うことができます。 

～研究を全面的にサポートします！～ 

 ・留学生１人につき１名の指導主事が担当し，日常的な研究の支援を行います。 

 ・センター指導主事による支援グループにより，研究内容や方向性などについて助言を行います。        

  様々な校種の指導主事からの助言が可能になることは，センターだけの大きな特徴といえます。 

 ・学校現場の先生方に研究協力員となっていただき，研究内容や方向性について現場目線での助言        

  をいただくことができます。 

～研修により幅広い視点が身に付けられます！～ 

 ・国および県の教育施策や教育課題などについて分かりやすく解説し，今後の方向性について 

  考える研修会を開催します。 

 ・学校現場で役立つ具体的な教育課題（教科，学力対策，ＩＣＴ，道徳，特別活動，教育相 

  談，生徒指導，特別支援など）について，最新の情報をもとに，センター指導主事による講 

  話会を開催します。 

編集発行 山梨県総合教育センター 

山梨県笛吹市御坂町成田１４５６ 

電話 ０５５－２６２－５５７１ 

 Fax   ０５５－２６２－５５７２  

発行責任者   所長 安達 徹 

発行日    令和３年５月２８日 

当センターでは，「学校教育を支援する確かな情報発信源として

の総合教育センター」の視点に立ち，全国的に活躍している専門家

から学ぶ機会として，「特別研修会」を開催しています。 

今回お招きする藤井斉亮先生は，日本数学教育学会会長を

務められ，算数・数学教育における第一人者として全国各地で御

活躍です。新学習指導要領が示す教育の方向性を踏まえて，問題

解決型の授業について詳しく御教示いただけます。 

東京学芸大学 名誉教授 

※中止等の連絡は総合教育センターHP上に掲載します。 


